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図 2 ZnTe 結晶および有機 DAST 結晶を用いた E-O
信号強度の測定結果。ここで印加電場は 1kHz
の正弦波で強度は 1MV/m である。 
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 有機材料は無機材料に比べて大きな電気光学（E-O）効果と変調周波数の高速化が可能であり、

我々は有機 DAST 結晶や BNA 結晶を用いて、SPring8 におけるフェムト秒スケールの極短電子バ

ンチ計測に取り組んでいる。これまでに EUV-FEL 試験加速器において、世界で初めて DAST 結晶

を用いた電子ビームバンチングの EO 信号捕捉に成功している[1]。 

 E-O効果による実効的な屈折率変化は、屈折率nおよび電気光学定数 rを用いるとn3rに比例し、

E-O 性能指数（FOM）は誘電率 εを用いて n3r/εで表される。これより、誘電率が比較的低い有機

材料を用いることでより大きな性能指数を得ることができる。具体的には有機 DAST 結晶は、従

来の ZnTe 結晶や LiNbO3結晶に比べて 25 倍近い FOM を有しており、E-O 計測に有効な非線形光

学結晶である事が期待できる。これら有機材料の E-O 性能を実験的に検証するため、まず図 1 に

示すように外部交流電源を用いた E-O 検出システムを構築し、低周波数での応答を確認した。結

果として、ZnTe と DAST 結晶に対して E-O 信号強度を比較した一例を図 2 に示す。実験結果から

有機 DAST 結晶は高感度に E-O 検出が可能である事を実際に確認した。今後はピコ秒高強度テラ

ヘルツ光パルスを用いて、E-O 検出の高速応答に関する実験を行う予定である。 

   

図 1 E-O 変調実験系 
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